










結語 

以上から現行の在宅による機能訓練法に於ける問題点をあげてみると 

1.通園距離が長くこのことが時間的・経済的負担を重くしている。 

2.他の兄弟や病人をかかえている場合訓練時間がとりにくい。 

3.母親が職業を持っている場合,職場との関係で両立が難しくなることが多い。 

4.母親の心理的負担は非常に重く,長期間訓練せねばならない場合,母子入園や通園によっ

て母親同志の横の関係を作ること,障害について正しい理解を与えるようにすることなど

が必要である。 

5.ひとりの子どもが種々の医療,教育機関へ通わねばならないことの負担も大きい。 

などになる。これらに対して今後種々の面からの援助が必要になると思われる。 


